
【小説】 【その他】

虚空蔵の峯 飯嶋　和一
褒められなくても、生きられるよう

になりましょう
一田　憲子

外の世界の話を聞かせて 江國　香織 静かな人はうまくいく 小原　康照

極東発世界大戦　３ 大石　英司 日本人の誕生 茂木　誠

劇場という名の星座 小川　洋子 斉明天皇 市　大樹

言問ラプソディ 小野寺　史宜 高麗福信 荒井　秀規

貝殻航路 久栖　博季 歩く地図京都散歩　２０２７ 成美堂出版

まどろみの星たち 菰野　江名 超危険！最恐クマのすべて 別冊宝島編集部／編

浅草観音裏小路 坂井　希久子
知っトク認知症家族と本人が自分ら

しく暮らし続ける超入門
繁田　雅弘

飲中八仙歌 千葉　ともこ
医師も実践！糖尿病、脂肪肝を撃

退！サバ缶最強レシピ
ブティック社

ギアをあげて、風を鳴らして 平石　さなぎ 医者が教える乾物で整う最強の食事法 石原　新菜／監修

青のナースシューズ 藤岡　陽子 入院・転院・退院の困りごと完全解決！ 岡江　晃児／編著

七帝柔道記　３ 増田　俊也 味覚でひもとく食養生 大塚　まひさ

つくろうひと 村山　早紀 薬草活用図鑑 山下　智道

ＤＡＮＧＥＲ 村山　由佳 夫婦ふたり分、野菜たっぷり蒸篭ごはん 丹羽　直美

復活の豚かつ 山口　恵以子 お弁当 野上　優佳子

明珠は掌に在り 渡部　哲治
運がよくなる！部屋のつかい方、整

え方
八納　啓創

ビバリウム 小松　成美 農家が教える草を生やす農業 農文協／編

【その他】 アイデア無限大！畑の虫の防ぎかた 農文協／編

あれは何だったんだろう 岸本　佐知子 タネまきと植えつけの新常識 ブティック社

三谷幸喜のありふれた生活　１９ 三谷　幸喜 園芸大百科 田中　幸雄／監修

福島県南相馬市小高区東町１－１０ 柳　美里 にっぽんの里山を旅する 今森　光彦

ジジイ、ふたたび山へ 沢野　ひとし
ＪＡＰＡＮ●ＭＡＤＥ『日本製』を

求めて。
清水　ともみ

もしもキッチンに立てたなら はらだ　まさこ 百年映画館 藤井　克郎

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。

第 ２ 5 6 号

令和 8 年 ４ 月 ２ ５ 日

図書館だより

休館日

＜ 一 般 書 ＞



【えほん】 【えほん】

へびのせんせいとさるのかんごしさん 穂高　順也 はやくおきなきゃたいへんだ！サトシン

ぼくのランドサル 石川　基子 【おはなし】

ぽこぽこぽん 海野　あした モカと魔法のスイーツ 涼花　ステラ

こねこのチョコレート Ｂ．Ｋ．ウィルソン 窓のまどかさん 戸森　しるこ

たんぽぽてんし 竹下　文子 わたしの夏　牧場で 堀　直子

おおきいちょうちんちいさいちょう

ちん
加古　里子 夢をかなえるゾウ　１ 水野　敬也

きゅうしょくのじかん 加藤　休ミ モンスター・ホテルでリサイクル 柏葉　幸子

きれいなかざりたのしいまつり 加古　里子 ハチは救急車ねこ なかがわ　ちひろ

たけのこのびのーび すとう　あさえ 【その他】

トイトイトイレットペーパー 大塚　健太 ワンガリ・マータイ 伊藤　砂務／まんが

ノラネコぐんだんこんにちは 工藤　ノリコ めくってオモロいマジすか人体 坂井　建雄／監修

おなかをみせて！ 島津　和子 食べ物で広がる世界 のいぷらこ／マンガ・イラスト

はっぱのうえに たての　ひろし ネット・ゲームとのつきあい方 関　和之／マンガ・イラスト

わにおのわのじはどうかくの？ 乾　栄里子 小学生からの料理のきほん 潮田　彩

ももんちゃんころん とよた　かずひこ
かわいい〓楽しい〓はじめてのお片づ

けレッスン
後藤　まり

春に恋したねこ 刀根　里衣 つかめ！理科ダマン　１１ シン　テフン

くろくんたちのすてきなおえかき なかや　みわ
小学生のお料理ブック　世界のご

はん
青木　ゆり子

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１９

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

「僕の仕事はごみ清掃員。」

滝沢 秀一・著 河出書房新社 ２０２５年

毎日の生活で必ず出てくるもの、「ごみ」。みなさんもごみの出し方などで頭を悩まされること

が多々あると思います。この本は、お笑い芸人とごみ清掃員という二足の草鞋を履く滝沢さんが、

主に中高生に向けて書かれた「ごみ」の講義本です。

生きている限り付きあうことになる「ごみ」。その出たごみを見れば、その人やその地域の実態

がおおよそわかってしまうそうです。清掃員という仕事を通して、社会や人や生活を見つめてきた

滝沢さんの言葉が胸に響きます。改めて私たちの生活は「ごみ」を中心に考えていけばよりよいも

のになり、また、よい社会になるのではないかと希望がわいてくる一冊です。

第６回 こどもの読書週間

です！

４月２３日～５月１２日

「ことばがきみのはねになる」


